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62人が社会人として羽ばたきます62人が社会人として羽ばたきます
　平成29年伊江村成人式が１月４日、伊江村農村環境改善センターホールで開催されました。今年の新成人は
伊江中64期生を中心とした62人で、うち51人が出席し、社会人の仲間入りとなりました。
　会場では中学卒業以来、久々の再会を喜び、真新しいスーツや艶やかな振り袖に身を包んだ新成人たちが会
話をしながら互いに写真を撮るなどして成人式のひとときを楽しんでいました。
　新成人を代表して知念翔大さんは「ふるさと伊江島を誇りに思い、責任ある行動や志を高く持ち、立派な社
会人になれるよう日々邁進していきます」と決意を述べました。
　また、成人式では、2015年11月にメジャーデビューを果たした同期生のAnly（喜納杏李）さんも成人を迎え、
舞台でライブが行われました。
　メジャーデビュー曲「太陽に笑え」や「笑顔」の２曲を披露し、新春を飾る素晴らしい成人式となりました。
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村の世帯数と人口の比較 （12月31日現在）
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
清
々
し
い
新
春
を
ご
家
族
で
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
村
政
に
格
別
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、改
め
て
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
た
新
年
（
酉
年
）
の
元
旦
に
は
、
島
の
守
り
神
「
城
山
御
嶽
」
（
グ
ス
ィ
ク
ウ
タ
キ
）
に
お
い

て
船
舶
の
航
海
安
全
を
願
う
船
魂
祈
願
と
今
年
一
年
の
村
民
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
そ
し
て
豊
年
満

作
、
並
び
に
本
村
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
昨
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
「
リ
オ
五
輪
」
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
熱
狂
し
感
動
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　一
方
で
は
、
「
熊
本
地
震
」
「
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
」
相
次
ぐ
大
型
台
風
の
襲
来
な
ど
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
「
防
災
」「
減
災
」
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　国
外
の
政
治
経
済
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
離
脱
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン

プ
氏
の
勝
利
な
ど
、
保
護
主
義
の
台
頭
、
一
方
ア
ジ
ア
で
は
北
朝
鮮
・
中
国
の
軍
事
的
行
動
に
よ
る

安
全
保
障
へ
の
脅
威
が
続
く
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
刻
一
刻
と
変
化
し
、
大
き
な

う
ね
り
の
中
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　ま
た
日
本
経
済
に
お
い
て
は
、
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
政
策
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
導
入
、
T
P
P
関
連
法
案
・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
推
進
法
案
の
国
会
論
戦
な

ど
激
動
の
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　ま
た
、
昨
年
は
選
挙
の
年
で
も
あ
り
、
六
月
に
県
議
選
、
七
月
に
参
院
選
と
続
き
、
与
党
が
改
選

議
席
の
過
半
数
を
制
し
て
勝
利
し
ま
し
た
。
投
票
権
も
「
二
十
歳
以
上
」
か
ら
「
十
八
歳
以
上
」
に

　引
き
下
げ
ら
れ
、
国
民
の
政
治
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　県
内
の
政
治
情
勢
に
お
い
て
は
、
米
軍
属
に
よ
る
女
性
殺
害
事
件
、
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の

不
時
着
、
大
破
す
る
事
故
の
発
生
な
ど
、
県
民
の
反
発
が
高
ま
る
中
、
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移

設
を
巡
る
国
・
県
の
情
勢
は
、
未
だ
混
迷
を
深
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
村
内
に
お
い
て
は
米
軍
「
Ｌ
Ｈ
Ｄ
デ
ッ
キ
」
着
陸
帯
の
拡
張
工
事
が
進
め
ら
れ
、
村
民
生

活
へ
の
影
響
と
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　そ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
等
に
は
厳
正
に
対
処
し
、
負
担
軽

減
と
村
民
の
平
穏
な
生
活
の
確
保
を
最
優
先
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

　県
経
済
に
目
を
向
け
る
と
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
寄
港
で
外
国
人
観
光
客
の
大
幅
増
に
よ
る
観

光
業
を
中
心
に
好
調
に
推
移
し
、
建
設
業
な
ど
も
引
き
続
き
拡
大
傾
向
で
今
年
も
そ
の
流
れ
が
続
く

も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
村
で
は
多
目
的
屋
内
運
動
場
の
完
成
に
よ
る
村
民
の
体
力
増
進
や
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と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
村
で
は
多
目
的
屋
内
運
動
場
の
完
成
に
よ
る
村
民
の
体
力
増
進
や
村

外
入
客
者
の
増
加
を
図
る
目
的
で
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
関
連
施
設
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　さ

ら
に
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
地
下
ダ
ム
事
業
も
順
調
に
進
み
、
今
年
度
に
は

工
事
完
了
と
な
り
、
村
内
の
農
業
環
境
は
「
水
あ
り
農
業
」
へ
と
転
換
す
る
画
期
的
な
も
の
と
な
り

ま
す
。

　各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
恒
例
の
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ゆ
り
祭
り
、
チ
ュ
ー
パ
ン

ジ
ャ
祭
り
な
ど
、
村
ぐ
る
み
で
の
取
組
が
功
を
奏
し
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
昨
年
十
月
開
催
の
「
第
六
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
期
間
中
に
あ
わ
せ
本
村
で

は
、
移
民
先
の
南
米
を
は
じ
め
世
界
六
か
国
か
ら
「
世
界
の
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
」
を
ふ
る
さ
と
伊
江

島
に
ご
案
内
し
、
家
族
や
親
戚
、
同
級
生
な
ど
の
関
係
者
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
村
民
皆
様
の

ウ
ト
ゥ
イ
ム
チ（
お
も
て
な
し
）の
心
と
熱
烈
歓
迎
に
よ
り
、
熱
い
交
流
の
中
か
ら
強
い
絆
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
五
年
後
の
「
世
界
の
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
交
流
会
」
で
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。　離

島
で
小
規
模
町
村
で
あ
る
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、「
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創
生
」へ
の
取
り

組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
「
伊
江
村
第
四
次
総
合
計
画
」
や
「
伊
江
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
を
踏
ま
え
、
よ
り
持
続
的
で
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　い
か
に
激
動
の
中
に
あ
っ
て
も
、
時
代
の
変
化
を
感
じ
取
り
、
多
岐
多
様
化
す
る
住
民
の
行
政
需

要
に
的
確
・
迅
速
に
対
応
し
た
、
健
康
で
明
る
い
豊
か
な
村
を
標
榜
し
、
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
国
・
県
の
ご
支
援
、
議
会
や
関
係
団
体
、
そ

し
て
何
に
も
ま
し
て
村
民
の
絶
大
な
協
力
と
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
達
成
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

幸
い
本
村
は
比
較
的
、
元
気
で
活
気
あ
る
村
と
し
て
県
内
外
か
ら
評
価
も
高
く
、
郷
友
会
と
の
結
び

つ
き
も
強
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
勢
い
を
持
続
・
発
展
さ
せ
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
村
民
一
丸
と
な
っ

て
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り
」
に
酉
年
も
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　人
の
営
み
は
「
健
康
」
が
す
べ
て
の
源
泉
で
あ
り
、
村
民
の
健
康
こ
そ
が
村
の
躍
進
の
原
動
力
で

あ
り
、
な
に
よ
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。
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外
入
客
者
の
増
加
を
図
る
目
的
で
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
関
連
施
設
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　さ

ら
に
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
地
下
ダ
ム
事
業
も
順
調
に
進
み
、
今
年
度
に
は

工
事
完
了
と
な
り
、
村
内
の
農
業
環
境
は
「
水
あ
り
農
業
」
へ
と
転
換
す
る
画
期
的
な
も
の
と
な
り

ま
す
。

　各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
恒
例
の
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ゆ
り
祭
り
、
チ
ュ
ー
パ
ン

ジ
ャ
祭
り
な
ど
、
村
ぐ
る
み
で
の
取
組
が
功
を
奏
し
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
昨
年
十
月
開
催
の
「
第
六
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
期
間
中
に
あ
わ
せ
本
村
で

は
、
移
民
先
の
南
米
を
は
じ
め
世
界
六
か
国
か
ら
「
世
界
の
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
」
を
ふ
る
さ
と
伊
江

島
に
ご
案
内
し
、
家
族
や
親
戚
、
同
級
生
な
ど
の
関
係
者
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
村
民
皆
様
の

ウ
ト
ゥ
イ
ム
チ（
お
も
て
な
し
）の
心
と
熱
烈
歓
迎
に
よ
り
、
熱
い
交
流
の
中
か
ら
強
い
絆
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
五
年
後
の
「
世
界
の
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
交
流
会
」
で
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。　離

島
で
小
規
模
町
村
で
あ
る
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、「
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創
生
」へ
の
取
り

組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
「
伊
江
村
第
四
次
総
合
計
画
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伊
江
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
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踏
ま
え
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続
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積
極
的
な
取
り
組
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を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
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岐
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榜
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　伊江村人材育成会では、優れた学生及び生徒であって、経済的な理由により高等学校、大学、専
門学校等への就学が困難な者に対し学資の安定的な貸与を行い、就学を奨励することを目的とし
て、平成29年度奨学金貸与生の後期募集を行います。

①伊江村に居住（一時的な居住は除く）している者又は本籍を有する者の子。

②学校教育法に定める高等学校、大学及び大学院又はこれに相当すると認められる学校に在

学中の者。

③学業・人物ともに優秀と認められる者。（学業成績の評価が中以上の者）

④経済的理由により学資の支弁が困難な者。

● 貸与生の資格

平成29年度　奨学金貸与生の募集について平成29年度　奨学金貸与生の募集について平成29年度　奨学金貸与生の募集について

下記の限度額内で、卒業するまでの期間貸与します。利息は無利息です。

● 奨学金の貸与額等

 区　　分 貸　与　額

 高等学校生 月額　４万円以内

 専修学校・短期大学生 月額　５万円以内

 大学・大学院生 月額　６万円以内

 歯学生 月額　７万円以内

 医学生 月額　８万円以内

伊江村人材育成会の理事会で選考し、決定します。（※決定通知は５月中旬ごろ予定）

● 貸与生の決定方法

　貸与決定通知後に誓約書、借用証書、保証人の印鑑登録証明書等の書類提出があり、その

後に正式貸与となります。最初の奨学金の交付は、６月中旬を予定しています。

● その他

　① 奨学金貸与申請書（直接教育委員会で受け取ってください）

　② 在学証明書

　③ 学業成績証明書（在学校・出身校の様式）

　④ 戸籍謄本（役場 住民課・戸籍係）

　⑤ 世帯全員の所得証明書及び資産証明書（役場 住民課・税務係）

　　 ※無収入、無資産の場合も提出してください。※学生は提出不要

● 申請に必要な書類（各１通）

● 申請受付期間及び受付場所

期　間：平成29年2月1日㈬～平成29年3月31日㈮
場　所：伊江村教育委員会（49－2334）
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
清
々
し
い
新
春
を
ご
家
族
で
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
村
政
に
格
別
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、改
め
て
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
た
新
年
（
酉
年
）
の
元
旦
に
は
、
島
の
守
り
神
「
城
山
御
嶽
」
（
グ
ス
ィ
ク
ウ
タ
キ
）
に
お
い

て
船
舶
の
航
海
安
全
を
願
う
船
魂
祈
願
と
今
年
一
年
の
村
民
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
そ
し
て
豊
年
満

作
、
並
び
に
本
村
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
昨
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
「
リ
オ
五
輪
」
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
熱
狂
し
感
動
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　一
方
で
は
、
「
熊
本
地
震
」
「
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
」
相
次
ぐ
大
型
台
風
の
襲
来
な
ど
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
「
防
災
」「
減
災
」
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　国
外
の
政
治
経
済
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
離
脱
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン

プ
氏
の
勝
利
な
ど
、
保
護
主
義
の
台
頭
、
一
方
ア
ジ
ア
で
は
北
朝
鮮
・
中
国
の
軍
事
的
行
動
に
よ
る

安
全
保
障
へ
の
脅
威
が
続
く
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
刻
一
刻
と
変
化
し
、
大
き
な

う
ね
り
の
中
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　ま
た
日
本
経
済
に
お
い
て
は
、
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
政
策
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
導
入
、
T
P
P
関
連
法
案
・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
推
進
法
案
の
国
会
論
戦
な

ど
激
動
の
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　ま
た
、
昨
年
は
選
挙
の
年
で
も
あ
り
、
六
月
に
県
議
選
、
七
月
に
参
院
選
と
続
き
、
与
党
が
改
選

議
席
の
過
半
数
を
制
し
て
勝
利
し
ま
し
た
。
投
票
権
も
「
二
十
歳
以
上
」
か
ら
「
十
八
歳
以
上
」
に

　引
き
下
げ
ら
れ
、
国
民
の
政
治
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　県
内
の
政
治
情
勢
に
お
い
て
は
、
米
軍
属
に
よ
る
女
性
殺
害
事
件
、
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の

不
時
着
、
大
破
す
る
事
故
の
発
生
な
ど
、
県
民
の
反
発
が
高
ま
る
中
、
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移

設
を
巡
る
国
・
県
の
情
勢
は
、
未
だ
混
迷
を
深
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
村
内
に
お
い
て
は
米
軍
「
Ｌ
Ｈ
Ｄ
デ
ッ
キ
」
着
陸
帯
の
拡
張
工
事
が
進
め
ら
れ
、
村
民
生

活
へ
の
影
響
と
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　そ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
等
に
は
厳
正
に
対
処
し
、
負
担
軽

減
と
村
民
の
平
穏
な
生
活
の
確
保
を
最
優
先
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

　県
経
済
に
目
を
向
け
る
と
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
寄
港
で
外
国
人
観
光
客
の
大
幅
増
に
よ
る
観

光
業
を
中
心
に
好
調
に
推
移
し
、
建
設
業
な
ど
も
引
き
続
き
拡
大
傾
向
で
今
年
も
そ
の
流
れ
が
続
く

も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
村
で
は
多
目
的
屋
内
運
動
場
の
完
成
に
よ
る
村
民
の
体
力
増
進
や
村
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う
な
状
況
の
な
か
、
村
で
は
多
目
的
屋
内
運
動
場
の
完
成
に
よ
る
村
民
の
体
力
増
進
や
村

外
入
客
者
の
増
加
を
図
る
目
的
で
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
関
連
施
設
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　さ

ら
に
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
地
下
ダ
ム
事
業
も
順
調
に
進
み
、
今
年
度
に
は

工
事
完
了
と
な
り
、
村
内
の
農
業
環
境
は
「
水
あ
り
農
業
」
へ
と
転
換
す
る
画
期
的
な
も
の
と
な
り

ま
す
。

　各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
恒
例
の
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ゆ
り
祭
り
、
チ
ュ
ー
パ
ン

ジ
ャ
祭
り
な
ど
、
村
ぐ
る
み
で
の
取
組
が
功
を
奏
し
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
昨
年
十
月
開
催
の
「
第
六
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
期
間
中
に
あ
わ
せ
本
村
で

は
、
移
民
先
の
南
米
を
は
じ
め
世
界
六
か
国
か
ら
「
世
界
の
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
」
を
ふ
る
さ
と
伊
江

島
に
ご
案
内
し
、
家
族
や
親
戚
、
同
級
生
な
ど
の
関
係
者
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
村
民
皆
様
の

ウ
ト
ゥ
イ
ム
チ（
お
も
て
な
し
）の
心
と
熱
烈
歓
迎
に
よ
り
、
熱
い
交
流
の
中
か
ら
強
い
絆
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
五
年
後
の
「
世
界
の
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
交
流
会
」
で
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。　離

島
で
小
規
模
町
村
で
あ
る
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、「
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創
生
」へ
の
取
り

組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
「
伊
江
村
第
四
次
総
合
計
画
」
や
「
伊
江
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
を
踏
ま
え
、
よ
り
持
続
的
で
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　い
か
に
激
動
の
中
に
あ
っ
て
も
、
時
代
の
変
化
を
感
じ
取
り
、
多
岐
多
様
化
す
る
住
民
の
行
政
需

要
に
的
確
・
迅
速
に
対
応
し
た
、
健
康
で
明
る
い
豊
か
な
村
を
標
榜
し
、
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
国
・
県
の
ご
支
援
、
議
会
や
関
係
団
体
、
そ

し
て
何
に
も
ま
し
て
村
民
の
絶
大
な
協
力
と
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
達
成
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

幸
い
本
村
は
比
較
的
、
元
気
で
活
気
あ
る
村
と
し
て
県
内
外
か
ら
評
価
も
高
く
、
郷
友
会
と
の
結
び

つ
き
も
強
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
勢
い
を
持
続
・
発
展
さ
せ
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
村
民
一
丸
と
な
っ

て
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り
」
に
酉
年
も
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　人
の
営
み
は
「
健
康
」
が
す
べ
て
の
源
泉
で
あ
り
、
村
民
の
健
康
こ
そ
が
村
の
躍
進
の
原
動
力
で

あ
り
、
な
に
よ
り
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　村
民
皆
様
の
健
康
祈
願
と
伊
江
村
の
限
り
な
い
繁
栄
と
発
展
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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成
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月
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日
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長
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　伊江村人材育成会では、優れた学生及び生徒であって、経済的な理由により高等学校、大学、専
門学校等への就学が困難な者に対し学資の安定的な貸与を行い、就学を奨励することを目的とし
て、平成29年度奨学金貸与生の後期募集を行います。

①伊江村に居住（一時的な居住は除く）している者又は本籍を有する者の子。

②学校教育法に定める高等学校、大学及び大学院又はこれに相当すると認められる学校に在

学中の者。

③学業・人物ともに優秀と認められる者。（学業成績の評価が中以上の者）

④経済的理由により学資の支弁が困難な者。

● 貸与生の資格

平成29年度　奨学金貸与生の募集について平成29年度　奨学金貸与生の募集について平成29年度　奨学金貸与生の募集について

下記の限度額内で、卒業するまでの期間貸与します。利息は無利息です。

● 奨学金の貸与額等

 区　　分 貸　与　額

 高等学校生 月額　４万円以内

 専修学校・短期大学生 月額　５万円以内

 大学・大学院生 月額　６万円以内

 歯学生 月額　７万円以内

 医学生 月額　８万円以内

伊江村人材育成会の理事会で選考し、決定します。（※決定通知は５月中旬ごろ予定）

● 貸与生の決定方法

　貸与決定通知後に誓約書、借用証書、保証人の印鑑登録証明書等の書類提出があり、その

後に正式貸与となります。最初の奨学金の交付は、６月中旬を予定しています。

● その他

　① 奨学金貸与申請書（直接教育委員会で受け取ってください）

　② 在学証明書

　③ 学業成績証明書（在学校・出身校の様式）

　④ 戸籍謄本（役場 住民課・戸籍係）

　⑤ 世帯全員の所得証明書及び資産証明書（役場 住民課・税務係）

　　 ※無収入、無資産の場合も提出してください。※学生は提出不要

● 申請に必要な書類（各１通）

● 申請受付期間及び受付場所

期　間：平成29年2月1日㈬～平成29年3月31日㈮
場　所：伊江村教育委員会（49－2334）
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村・県民税、所得税の
申告準備はお早めに！

村・県民税の申請期限は、
3月15日（水）です！

所得税の申請期間は、
２月１６日（木）～３月１５日（水）です！

あなたは、どの申告が必要？
下図を参考に確認しましょう

はい　　　いいえ　　　に沿って進んでください。

平成２８年中にどのような収入がありましたか

下の図は、一般的な例を示しています。
必要経費や控除などにより、状況が変わる場合が
ありますので、あくまで目安としてください。

住宅借入金等特別控除
または扶養控除、医療費
控除などの控除がある

※確定申告は、自分で行う
　か税務署や税理士事務
　所、青色申告会などを通
　して行いましょう。
　役場では、作成相談及び
　収受を行います。

注意：ニセ税理士に注意を！
税理士資格のない人が税金の相談・申告書の作成などをすることは法律で禁止されています。
注意してください。

収入から経費を差し引いた所得の合計
金額が､所得税の所得控除額より多い

軍用地収入が4 2万円
以上ある

給与収入

年末調整を受けていない

税務署への確定申告が
必要です1

2

3

役場へ村・県民税の申告が
必要です

申告は不要です

給与以外に
所得がある

判　定　結　果

1 2 3

1 2

給与以外の
所得が20万円
を超える

はい いいえ

いいえはい

はい いいえ

はい

確定申告に関することは、国税庁ホームページへ　⇒　http://www.nta.go.jp
お問合せ　伊江村役場　住民課（税務係）　0980-49-2316

いいえ

1 2

はい いいえ

軍用地収入事業収入
（肉用牛・民泊業・農業・漁業・営業など）

こんな時、どうしたらいい？
・子どもが急な発病で保育所施設に預けられない。
・仕事を続けて休むことができない。
・自分もリフレッシュしたいけど、子どもを預かってくれるところがない。
・自身の体調不良で、子どもの迎えや家事ができない。
・急な残業で迎えが間に合わない。
・学校行事に参加したいけど、小さな子を預けるところがない。
・出張で子どもの預け先が見つからない。

こんな時こそ、
ファミリーサポート
センターにおまかせ！！

　「子育ての手助けをしてほしい人」と「子育てのお手伝いをしたい人」が会員と
なって行う、地域の相互援助活動を組織化したものです。既存の保育施設を補完
し、一時的・臨時的な保育ニーズを地域の方々の力を借りて有償ボランティアで
応援します。
　本講座は有償ボランティアで活動してくれるサポーターを養成する目的で講座
を開催します。サポーターには、「自身の子育ての経験を活かしながら、空いた
時間に地域のお子さんのサポートをしたい人」や、「仕事をしながら、自分の
できる範囲でサポートしたい人」、「現に自身の子どもを育てながら、同時に
サポートもしてみたい人」など、様々います。
　地域の皆さんで、手助けを必要としているお父さん、お母さんの「力」となり、
子どもたちの成長を見守ってみませんか。

・講座日程：平成29年２月８日（水）９日（木）16日（木）17日（金）23日（木）
・時間：９時～16時半
・会場：本部町立中央公民館
・受講料：無料　　テキスト代：無料
・定員：30名
・申込方法：電話またはFAXにて受付しています。
・申込期日：平成29年２月１日（水）
 （定員に達し次第、締め切ります）

ＴＥＬ　０９８０－４３－０２３２
ＦＡＸ　０９８０－４３－０２６０

主催：やんばる町村ファミリーサポートセンター・（公財）沖縄県労働者福祉基金協会
お問い合わせ・申込先：やんばる町村ファミリーサポートセンター
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（肉用牛・民泊業・農業・漁業・営業など）

こんな時、どうしたらいい？
・子どもが急な発病で保育所施設に預けられない。
・仕事を続けて休むことができない。
・自分もリフレッシュしたいけど、子どもを預かってくれるところがない。
・自身の体調不良で、子どもの迎えや家事ができない。
・急な残業で迎えが間に合わない。
・学校行事に参加したいけど、小さな子を預けるところがない。
・出張で子どもの預け先が見つからない。

こんな時こそ、
ファミリーサポート
センターにおまかせ！！

　「子育ての手助けをしてほしい人」と「子育てのお手伝いをしたい人」が会員と
なって行う、地域の相互援助活動を組織化したものです。既存の保育施設を補完
し、一時的・臨時的な保育ニーズを地域の方々の力を借りて有償ボランティアで
応援します。
　本講座は有償ボランティアで活動してくれるサポーターを養成する目的で講座
を開催します。サポーターには、「自身の子育ての経験を活かしながら、空いた
時間に地域のお子さんのサポートをしたい人」や、「仕事をしながら、自分の
できる範囲でサポートしたい人」、「現に自身の子どもを育てながら、同時に
サポートもしてみたい人」など、様々います。
　地域の皆さんで、手助けを必要としているお父さん、お母さんの「力」となり、
子どもたちの成長を見守ってみませんか。

・講座日程：平成29年２月８日（水）９日（木）16日（木）17日（金）23日（木）
・時間：９時～16時半
・会場：本部町立中央公民館
・受講料：無料　　テキスト代：無料
・定員：30名
・申込方法：電話またはFAXにて受付しています。
・申込期日：平成29年２月１日（水）
 （定員に達し次第、締め切ります）

ＴＥＬ　０９８０－４３－０２３２
ＦＡＸ　０９８０－４３－０２６０

主催：やんばる町村ファミリーサポートセンター・（公財）沖縄県労働者福祉基金協会
お問い合わせ・申込先：やんばる町村ファミリーサポートセンター
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●保育所入所申込の流れ（保育所等での保育を利用希望の場合）
①

〈保育の必要性〉の
認定申請及び〈保育
所入所申込〉を申請

②
認定証の交付
（2号認定・3号認定）

③
申告者の希望、保育所
等の状況などにより
調整後、入所決定
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【お問い合わせ】
　　　福祉課 ☎49-3160

米ぬか脳活性食「フェルガード®」の導入
～認知症の予防と治療のために～

　こんな症状が気になりませんか？
♥今までできていた仕事や作業ができなくなってきた。　　♥簡単な計算ができなくなってきた。
♥時間や場所の間違いが多くなった。　　　　♥慣れているところで、道に迷った。
♥同じことを何度も言ったり聞いたりする。　♥水道やガス栓の締め忘れが目立つようになってきた。
♥物の名前が出てこなくなった。　　　　　　♥以前に比べて、怒りっぽくなったり、疑い深くなった。
♥服装がだらしなくなった。　　　　　　　　♥毎日の日課がこなせなくなった。
♥以前に比べて、物事に対する興味、関心が薄れてきた。

　このような症状の中に、加齢による物忘れの方、認知症の方、MCI（軽度認知障害）の方などがいらっ
しゃいます。
　認知症の予防は、高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満、喫煙、ストレスなどが動脈硬化を進めるため、
日頃から、生活習慣病を治療することが大事です。
　運動の習慣や趣味をもち、閉じこもらない生活をし、食事・お酒の取りすぎに気をつけましょう。
　診療所では、認知症の予防と治療に効果的と言われる栄養補助食品を採用しました。
　米ぬか脳活性食「フェルガード®」という商品です。米ヌカから抽出された「フェルラ酸」と西洋トウ
キの「ガーデンアンゼリカ」というハーブからできています。フェルラ酸は脳細胞の破壊を阻止し、ガー
デンアンゼリカは脳細胞のネットワークを再構築します。
　認知症の進行を遅らせ、重度の認知障害（嚥下障害、歩行障害）にも有効性が報告されています。認知
症が気になる方や、認知症の介護で不安を抱える方は、診療所の受診をお願いします。十分に説明の上、
処方を開始していきたいと思います。　

伊江村立診療所　所長　阿 部 好 弘

a(|UyD'

お楽しみ抽選
会

お楽しみ抽選
会

合同開催

沖縄 伊江島 2017

まつり

伊江村農村環境改善センター
午前10時～午後5時30分

イ ～ ジ マ

今年もやります！ 初出店します！

大集合大集合
イージマのマーサムン

牛汁・魚汁・あんこもち

他にもイージマムンが勢ぞろい！

伊江中47期生
ビューティーブース
まつげエクステ・整体・アロマ
マッサージなどお試し（有料）

500円以上のお買い上げで
抽選に

あっきぃな

じゅぴのり

チャレンジ！

豪華賞品をゲットしよう！！

しまマルシェ
手作り商品を販売大好

 評 ！！ 無料
　野菜の
詰め放題

　　押し花・織物
接ぎ木体験

場所

※天候・その他の事情により変更・中止になる場合がございます。

平成29年2月12日●平成29年2月12日●平成29年2月12日●日
時間

チューパンジャとは
元気・働き者
という意味!!

TEL.0980-49-3161 FAX.0980-49-5601主 催 イージマチューパンジャまつり実行委員会 お問い合わせ 伊江村役場農林水産課

多彩な舞台発表多彩な舞台発表

村内各サークルが出演

rw[De`ysrw[De`ysrw[De`ys

開 催 日 時
総
合
司
会

★伊江村産業まつり★ハイビスカスまつり
★生涯学習まつり
★ ★
★ みんな

　遊びに
　来てね！
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申請
期間

対象システム

伊江村では、新エネルギーの導入を促進することにより、環境保護についての意識啓発を図ることを目的
として、住宅用太陽光発電システムの設置に対する補助を行います。

⑴住宅の屋根等への設置に適した低圧配電線と逆潮流有りで連携し、かつ、太陽電池の最大出力の合計値
が10ｋｗ未満のシステムであること　⑵未使用品であること　⑶電力会社と電灯契約を締結することがで
きること　⑷リース契約によるシステムではないこと

対象システムの設置又は購入に要する費用。（太陽電池モジュール、架台、接続箱、直流側開閉器、インバー
タ、保護装置、発生電力量計、余剰電力販売用電力量計、配線及び配線器具など）
※全量売電は対象外です。
※電力受給開始日から起算して30日以内または、平成29年3月31日のいずれか早い日までに実績報告書を提出く
　ださい。

　第５回ハイビスカスカップ小中学生ゴルフ伊江島大会が12月25日、伊江島カントリークラブ（中学
生・小学生高学年3,109ヤード、パー58、小学生低学年2,455ヤード、パー58）で開催されました
。大会には全部門合わせて64人が出場し、村内から３人と相互交流で北海道の選手も９人参加して活
躍しました。
　大会当日は天気にも恵まれ、中学生男子で岡田拓人君（那覇中２年）が３オーバーのスコア61で、
同女子は羽田瑞季さん（北海道・東部中１年）が同じく61で回り、共に初優勝しました。
　小学校高学年男子は米須清幸君（北谷小６年）が61、同女子は福井百々花（北海道・札幌小６年）
が67、同低学年は呉屋陽星（北美小２年）が64で頂点に立ちました。

平成29年２月28日まで（※土日・祝祭日を除く）
（受付時間）8：30～17：15（対象期間は、平成28年4月1日からとなっております。）
・補助金交付申請書及び添付書類を政策調整室（伊江村役場2階）へご持参下さい。

補助対象経費

補助
金額 定額５万円

【お問い合わせ先】 伊江村役場 政策調整室  電話番号 49-5812

平成28年度伊江村住宅用太陽光発電システム補助金制度のご案内 e|Dja(|UyD'まつり2017
農産物展示・出品者大募集！

　村内で生産された農産物をはじめ、加工品や手芸品など“自慢の品”を多くの村民に広く知ってもらおう
と、２月12日（日）に開催する「イージマチューパンジャまつり2017」の会場内において展示いたします。
村民皆さまの出品をお待ちしております。
　　　○出品受付：平成29年２月６日（月）～９日（木）まで
　　　○受付場所：各区公民館（10日に会場へ搬入します）
　　　○出 品 数：１人３品目以内とし、各区で40品目以内とします。
　　　○展示場所：伊江村農村環境改善センターロビー
　　　○そ の 他：出品奨励金として１品につき400円を支給します。
　　　　　　　　　ただし、２品目以上は800円を上限とします。
　　　　　　　　　なお、即売を希望される方には奨励金はありません。

出品に関するお問い合わせ：農林水産課（49－3161）

※申込は先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせて頂きます。
※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承下さい。
※講習規定により遅刻、早退、欠席者は失格となりますのでご注意下さい。
※顔写真２枚（縦3cm×横2.4cm）必要となりますのでお申し込み時に提出して
　下さい。
※お支払い頂いた受講料は、払戻しは出来ませんのでご了承下さい

※受講申込随時受付中※

労働安全衛生法に基づく
平成29年2・3月講習会のご案内

講 習 会 名

（一社）沖縄県労働基準協会

小型移動式クレーン
運転技能講習

有機溶剤作業主任者
技能講習

受　講　料

免除無し￥27,565
（テキスト代込）
一科目免除有り
￥25,405（テキスト代込）
二科目免除有り
￥23,245（テキスト代込）

学科　2/21（火）9:00～17:00
　　　2/22（水）9:00～17:00
実技　23(木)または24(金)
　　　9:00～18:00

3月8日(水)9：00～16：00
3月9日(木)9：00～17：00

北部会館3階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

学科　北部会館3階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）
実技　ネオパークオキナワ
（名護市字名護4607-41）

吊り上げ荷重１ｔ以上5ｔ未満の小
型移動式クレーンの運転業務(道路
上の走行を除く)
※実技は23日(木)24日(金) どちらか
1日(申込順で組み分けをします)

有機溶剤を製造、もしくは取り扱う
作業に労働者を就かせる場合

￥12,744
（テキスト代込）

40名

50名

日　　　時 会　　　場 備　　　考定員

＊＊＊お問い合わせ先＊＊＊
（一社）沖縄県労働基準協会　北部支部
名護市宇茂佐の森5-2-7（北部会館4階）

TEL 0980－54－4700
FAX 0980－52－7004

ホームページからもご覧になれます。検索は『沖縄県労働基準協会』で！

元旦マラソン大会元旦マラソン大会 　新春の恒例行事となった
阿良区と西崎区の元旦マラ

ソンが開催され、多くの参加者が汗を流しました。
　第13回阿良区元旦マラソン大会は、１キロと2.2キロのコースに94人が
参加し、マラソン終了後には参加者や父母に鳥汁などが振る舞われまし
た。
　第37回西崎区元旦マラソン大会は、2.3キロのコースに108人が参加しま
した。終了後にはお楽しみ抽選会で盛り上がりを見せました。

小中学生ゴルフ伊江島大会小中学生ゴルフ伊江島大会

各部門で優勝した（左から）岡田君、羽田さん、呉屋君、福井さん、米須君
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申請
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対象システム

伊江村では、新エネルギーの導入を促進することにより、環境保護についての意識啓発を図ることを目的
として、住宅用太陽光発電システムの設置に対する補助を行います。
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金額 定額５万円
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平成28年度伊江村住宅用太陽光発電システム補助金制度のご案内 e|Dja(|UyD'まつり2017
農産物展示・出品者大募集！
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有機溶剤作業主任者
技能講習

受　講　料

免除無し￥27,565
（テキスト代込）
一科目免除有り
￥25,405（テキスト代込）
二科目免除有り
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ホームページからもご覧になれます。検索は『沖縄県労働基準協会』で！
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　平成29年伊江村新年交歓会（主催・伊江村、ＪＡ伊
江支店、伊江漁協）が１月４日、改善センターホール
で開催されました。村内外の各種団体長をはじめ、県
内外の郷友会関係者ら約170人が出席しました。島袋
秀幸村長は「新聞などを通じて元気な伊江島がＰＲ
され、県内外から伊江村が注目されている。皆さん

のご協力により事業を着実に推進し、今年も明るく
楽しく住みよい伊江島にするためご支援いただきた
い」とあいさつしました。
　島袋村長やＪＡおきなわ伊江支店の内間和宏支店
長、伊江漁協の八前隆一組合長ら関係者に交じり、
酉年にちなんでタッちゅんも参加して鏡開きが行わ
れ、会場は新春の賑やかな雰囲気に包まれました。

　伊江中13期生（1945年生）は１月３日に73歳の
トゥシディ祝いをＹＹＹクラブイエリゾートホテルで
開催しました。
　戦中、戦後に生まれた13期生は85人で、過去の
伊江中卒の中で２番目に少ない学年です。お祝い
には村内外をはじめ県外から36人が参加し、三線を
はじめ多彩な余興が披露され、級友との親睦を深め
ました。
　同期生の現伊江村郷友会の大城友宏会長ら３人は
１月５日、島袋秀幸村長を訪ね、村人材育成会と社
会福祉協議会にそれぞれ７万円を寄付しました。
　大城会長は「お祝いでは同級生と久々に再会し充
実したひと時を過ごせた。また、85歳の祝いも盛大
に行おうと決めた。今回の寄付金を村のために役立
ててほしい」と島袋村長に目録を手渡しました。

　島袋村長は「村の人材育成、福祉向上のため有効
に活用する。13期生の皆さんには健康に留意され、
引き続き村の発展に協力をいただきたい」とお礼を
しました。

「旅ラジ！」
伊江島から生放送

新 年 交 歓 会                

伊江村民俗芸能保存会40周年記念誌

発刊記念祝賀会
伊江村民俗芸能保存会40周年記念誌

発刊記念祝賀会
伊江村民俗芸能保存会40周年記念誌

発刊記念祝賀会
　１月14日土曜日、午後７時より改善センターホー
ルにおいて｢伊江村民俗芸能保存会結成40周年記念誌
発刊記念祝賀会｣が各区の芸能推進員や関係者が招か
れ開催されました。

　昭和48年に結成した伊江村民俗芸能保存会は平成
25年に40周年を迎え、現在まで保存会が歩んできた
歴史を約３年の編集期間を経て記念誌として発刊し
ました。
　平成26年度に設立した編集委員会は、大城文進編
集委員長をはじめ、新城晃さん、内間亀吉保存会長
など約13名の編集委員の方々が携わり、今回の発刊
にいたりました。
　祝賀会では各区の民俗芸能が披露され、発刊され
た喜びを分かち合いました。

初優勝を果たした金武ヴィクトリーキッズの選手や保護者ら

金武ヴィクトリーが初優勝金武ヴィクトリーが初優勝金武ヴィクトリーが初優勝金武ヴィクトリーが初優勝
　第15回少年野球伊江島交流試合（同実行委員会主催）
が１月７、８日の両日、西小学校グラウンドを主会場に
村内４会場で開催されました。
　この大会は小学校６年生最後の大会の思い出作りと
伊江島で宿泊を共にしながら他のチームと交流を深め
ることが狙いで、島外から出場する北部３ブロックの
14チームは、早朝の臨時便で伊江島入りし、選手・応
援団を含め600人以上が来村しました。
　村内から伊江小の伊江ＵＭＡＣと西小の伊江ＮＹＣが
出場しましたが、初戦で敗退し、敗者トーナメントでは
１勝することができました。
　決勝戦では金武ヴィクトリーキッズが、２連覇を

目指す上本部ドジャースを７対０の５回コールドで
制し、４度目の出場で初の栄冠を手にしました。

　地域の魅力を全国に発信するＮＨＫのラジオ番組
「旅ラジ！」の公開生放送が１月９日から県内で始
まり、初日は伊江村から生放送が行われました。
　伊江港ターミナル内に設置されたラジオイベント
カー「９０（きゅうまる）ちゃん号」の前には、村
民や観光客ら約50人が集まり、放送の様子を見てい
ました。
　ハイビスカス園を担当する役場農林水産課の名渡山
望さんは「伊江島のハイビスカス園や花々を全国にPR
することができとても嬉しい。これからも多くの村民
や県内外の観光客の方々にも来園していただきハイビ
スカス園の魅力を伝えていきたい」と話しました。
　伊江島ハイビスカス園では千品種以上のハイビス
カスが栽培され、まだ名前が決まっていない新品種

のハイビスカスに名前を付けてもらおうと、司会の
中道洋司さんが「旅ラジ」と命名し、会場から大き
な拍手が送られました。
　番組では他にも伊江村の観光名所をはじめ、島で
生産されたサトウキビを原料にしたラム酒が海外に
出荷されていることなどが紹介され、生放送は大盛
り上がりを見せました。

伊江中13期生　
人材育成会と社協へ寄付
伊江中13期生　
人材育成会と社協へ寄付
伊江中13期生　
人材育成会と社協へ寄付

消防団出初式
　新年恒例の伊江村消防団の出初式が１月６日、改
善センターホールで行われました。消防団の任務と
責務を全うしてきました阿良分団員の古堅守さんが
退団し、新たに阿良分団員として宮里一歩さんが入
団しました。
　新消防団員となった宮里さんは「消防団員として
自覚をもち、訓練などを通して緊急時には地域や村
のために力になれるよう頑張りたい。消防団員とし
て不安がありますが、周りの先輩団員から消防車の
操作方法等を教わり、一日でも早く貢献したい」と
抱負を述べました。島袋操団長は「昨年は、幸い大
きな事件事故や火災がなく、村民が安心安全に過ご
せた。今年も地域住民を含めた地震津波避難訓練、

各福祉・宿泊施設や保育所、学校での火災訓練を通
して啓蒙活動を行い、防災減災に努めたい」と話し
ました。
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スカス園の魅力を伝えていきたい」と話しました。
　伊江島ハイビスカス園では千品種以上のハイビス
カスが栽培され、まだ名前が決まっていない新品種

のハイビスカスに名前を付けてもらおうと、司会の
中道洋司さんが「旅ラジ」と命名し、会場から大き
な拍手が送られました。
　番組では他にも伊江村の観光名所をはじめ、島で
生産されたサトウキビを原料にしたラム酒が海外に
出荷されていることなどが紹介され、生放送は大盛
り上がりを見せました。

伊江中13期生　
人材育成会と社協へ寄付
伊江中13期生　
人材育成会と社協へ寄付
伊江中13期生　
人材育成会と社協へ寄付

消防団出初式
　新年恒例の伊江村消防団の出初式が１月６日、改
善センターホールで行われました。消防団の任務と
責務を全うしてきました阿良分団員の古堅守さんが
退団し、新たに阿良分団員として宮里一歩さんが入
団しました。
　新消防団員となった宮里さんは「消防団員として
自覚をもち、訓練などを通して緊急時には地域や村
のために力になれるよう頑張りたい。消防団員とし
て不安がありますが、周りの先輩団員から消防車の
操作方法等を教わり、一日でも早く貢献したい」と
抱負を述べました。島袋操団長は「昨年は、幸い大
きな事件事故や火災がなく、村民が安心安全に過ご
せた。今年も地域住民を含めた地震津波避難訓練、

各福祉・宿泊施設や保育所、学校での火災訓練を通
して啓蒙活動を行い、防災減災に努めたい」と話し
ました。

（11） 伊江島広報



玉城 美瑠（みる）ちゃん
性別：女
生年月日：平成28年1月25日生
父：玉城 祐介
母：玉城 優子
行政区：阿良区
毎日笑顔いっぱいのみるちゃん♡
兄妹仲良く、優しい心、
思いやりのある子になぁれ！！

平安山 瑠杏（るあ）ちゃん
性別：女
生年月日：平成28年1月26日生
父：平安山 良
母：平安山 珠奈
行政区：川平区
笑顔のかわいい瑠杏♡健康にすくすく
成長しますように
大好きだよ(^▽^)　パパ、ママより
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　現在、伊江村ではノロウィルスが原因と考えられる感染性胃腸炎が増加しています。
　ノロウィルスは感染力が強く、ほとんどが、ウィルスが口から入ってくることで感染すると考えられています。
　　　　　　●突然始まる嘔吐と下痢、腹痛
　　　　　　●症状が１～２日続く
　　　　　　●脱水、けいれんなどを合併して危険な状態になる
　　　　　　　こともあります

　　　　　　●石けんによる手洗いの実施
　　　　　　　※アルコール消毒では感染力を失わせることはで
　　　　　　　　きません！
　　　　　　　　しっかりと洗い流すことが重要です。
　　　　　　●加熱処理（85℃以上で1分間）
　　　　　　●ハイター、ブリーチによる消毒

満１歳

症状

予防
方法

ドアノブなど手が触れるところ
　　　　　　0.02％（200ppm）に希釈

キャップ2杯

キャップ2杯

便・おう吐物の処理
　　　　　0.1％（1000ppm）に希釈

2Lの
ペットボトル

500mlの
ペットボトル

汚染物の処理、感染された恐れがある場所の消毒
①マスク・手袋をしっかりと着用
②ペーパータオル等で吐物・下痢便をしっかりと覆い、その上から処理用の消毒
液を掛ける。
③汚染物が飛び散らないようにペーパーごと回収します。眼鏡をしていない場合
は、ゴーグルなどで目の防御をすることをお勧めします。
④ふき取った雑巾・タオルはビニール袋に入れて密封し破棄してください。
⑤処理後は、しっかり手洗い、換気をしましょう。

※感染したかもしれないとおもったら、診療所にご相談ください。


